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本装置は、自転車のサドル部と殿部に生じる荷重中心位置と大きさ・方向を測定できるシステム

です。サドルは立体的に複雑な形状であり、ヒトの殿部および大腿背面の柔軟な皮膚組織と接触し

ます。自転車に乗っている際のペダリング時動作時には、接触の状況や伝達される力などが全て

変化してしまいます。本システムのセンサは、複数の荷重センサを組み合わせることで、サドル表

面における接触中心位置・力の大きさと方向を検出することができます。さらに、任意のサドルを取

り付けることが可能であり、左右に分割されているため、両側脚に対する力学的負担を別評価でき

る特徴も有しています。
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本装置の特徴は、(1)力の大きさと方向の計測、(2)荷重中心位置の軌跡の算出、(3)左右別々の

評価にあります。力の大きさと方向を計測するために、3軸荷重センサを利用しています。接触して

いる状況により、作用する力の大きさと方向は変化します。逐一変化する力の大きさと方向を計測

できます。また、荷重中心位置の軌跡を算出するために、3軸荷重センサを異なる平面上で直線上

に並ばないようにしています。ペダリング動作の邪魔にならないように工夫もしています。さらに、左

右別々に評価できるように、左右分離型の構造となっています。これにより、左右の大腿や殿部の

接触を別々に評価できます。このことは、左右の股関節負荷の評価をより高精度に実現できること

を意味しています。専用の構造にすることで、さらなる小型化も可能になります。

●自転車パフォーマンスの評価 ●筋力トレーニング ●リハビリテーション ●人工股の評価

装置外観荷重と作用位置の可視化

本装置は、市販のサドルの直下に取り付けることを想定しています(左図)。計測によって得られた

力のベクトルを荷重中心と合わせて可視化することで、接触部との状況を確認できます(右図)。こ

のような精密なデータを用いることで、股関節負担を高精度に評価することが可能になります。
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